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A． 見積要項 

１．質 疑  設計書に対する質問がある場合は、軽微な内容の確認を除き書面によ

り提出すること。尚、質問がない場合は、質問書の提出は不要とする。 

(1) 質問書 提出期限 令和７年４月１８日（金）まで 

 提 出 先 小山広域保健衛生組合政策課 

 ※書面により持参または送付により提出すること（任意様式）。 

 FAXによる場合は送信前に電話により連絡すること（原本提出の必要無し）。 

(2) 回答書 回答日時 令和７年４月２２日（火）午後４時まで 

 回答方法 FAXにより全社に送信する。個別回答は実施しない。 

 

B． 一般共通事項 

１．一 般 

(1) 既存施設との関連を十分考慮し、施設運営に支障のないよう留意すること。 

(2) 工事期間中に、道路及び隣接物件その他を損傷した場合は、請負業者が責任を持

って原形復旧すること。 

(3) 本工事は設計図書に従い施工するが、設計図書に明示されていない事項でも工事

の性質上当然必要なものは、監督員の指示に従い施工すること。 

(4) 現場事務所には公共建築工事標準仕様書等の必要図書を備え置くこと。 

(5) 施工にあたっては、関係法令、条例を遵守すること。 

(6) 本工事は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築（改修）工事標準仕様

書（最新版）」及び「廃棄物処理施設点検補修工事共通仕様書（最新版）」に準拠し、

優先順位は次による。 

① 質問回答書 

② 現場説明書 

③ 特記仕様書 

④ 図面及び設計書 

 

２．作業上遵守事項 

(1) 作業前に施工計画書、施工体制台帳を作成し、承諾を得てから作業を開始するこ

と。 

(2) 施工記録として次のものを２部作成し、承諾を受け、１部監督員に提出すること。 

① 施工計画書 

② 材料承認図 

③ 工事完成図書 

④ 工事写真 

⑤ 施工体制台帳 

⑥ その他必要事項 

(3) 施工計画書記載事項 

① 工事概要（工事名称、工事場所、工事期間、工事内容等） 

② 計画工程表 

③ 現場組織表及び施工体系図 
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④ 主要資材 

⑤ 施工方法（主要用具・機器類、仮設計画、作業計画図） 

⑥ 施工管理計画 

⑦ 安全管理 

⑧ 緊急時の体制及び対応 

⑨ 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

⑩ その他（発注者、受注者が工事施工上必要な事項） 

 

３． その他 

(1) 工事に使用する電気・水道・トイレは無償貸与する。 

（必要に応じて発電機等を用意すること、状況により仮設トイレを要する） 

(2) 工事施工については、施設管理者と協議のうえ業務に支障とならない工程計画を

作成し、承諾を受けて実施すること。 

 

C． 特記事項 

１． 完成図書を作成し提出すること。 

完成図 製本２部 

 ＣＤ－Ｒ １枚 

施工管理報告書 ２部 

 

２． 火災保険、建設工事保険、組立保険のうち一つ以上に加入すること。 

加入期間は、材料搬入日前日から工期末1か月後までの期間とする。 

 

３． 本工事において、受注者は、法定外の労災保険に付さなければならない。 

受注者は保険契約の締結後速やかに、その証券又はこれに代わるものを発注者に提

示し確認を受けること。 

 

４． 本工事において、受注者は、当初契約後、14日以内に法定福利費を明示した請負代

金内訳書（以下「内訳書」という。）を作成して、発注者に提出するものとする。な

お、変更契約時については、発注者から内訳書の提出を請求された場合、受注者は、

内訳書を提出しなければならない。 

また、下請負契約を締結する場合、下請業者より提出される見積書に法定福利費を

別枠で記載の上、発注者へ提示すること（国土交通省「建設業法令遵守ガイドライ

ン」の最新版を参照のこと）。 

 

５． 受注者は、下請負契約を締結する場合、当該契約の相手方を組合管内に本店を有す

る者の中から選定するよう努めること。また、受注者は、組合管内で産出、生産又

は製造される資材等の規格品質等が本設計の仕様に適合すると認められる場合は優

先して使用するよう努めること。 

 

６． 本工事は、「小山市電子納品運用に関するガイドライン（案）」に準じて工事書類・
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完成図書・工事写真等を電子納品すること。 

 

７． 暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置 

(1) 暴力団員等による不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場

合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察

に通報を行い、捜査上必要な協力を行うこと。 

(2) (1)により警察への通報を行い、捜査上の必要な協力を行った場合には、速やかに

その内容を記載した書面により発注者に報告すること。 

(3) 暴力団員等により不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じるなどの被害が

生じた場合には発注者と協議を行うこと。 

 

８． コリンズ（CORINS）の登録について 

受注者は、工事請負代金額が 500 万円以上の工事について、受注、変更、完成、訂

正時に監督職員の確認を受けたうえ、コリンズへ工事実績情報を登録しなければなら

ない。 

(1) 受注時は、契約締結後10日以内（土日祭日を除く）に登録しなければならない。 

① 「登録のための確認のお願い」を作成し、監督職員の確認（署名）を受けた

うえで、（財）日本建設情報総合センター（JACIC）に登録申請を行うこと。 

② 登録機関発行の登録内容確認書（工事実績）が受注者に届いた際は、直ちに

監督職員に提示すること。 

(2) 変更、竣工登録も受注時と同様の手順で登録すること。 

(3) 変更登録は、工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金額

のみ変更の場合は、原則として登録を必要としない。ただし、技術者が専任とな

る 4,000 万円（建築工事は 8,000 万円）を超えて請負代金額が変更になる場合に

は変更登録を行うものとする。 

(4) 変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更登録を省略できるものとす

る。 

 

９． その他 

(1) 本工事は清掃センター内での工事であり、工事期間中も操業していることから、

施設の運営に支障をきたすことのないように細心の注意を払い施工すること。 

(2) 対象機器の設計製作にあたっては、既存機器及び取合いについて事前調査を行い、

本施設の機能・性能を十分に発揮できるものとすること。 

(3) 本工事は、ダイオキシン類などの暴露の恐れがあるので、それぞれのレベルに応

じた保護具を必ず着用すること。 

(4) 施設の停止期間を最小とする施工計画を立案し、監督員及び施設管理者と事前協

議することとし、その承認を得ること。 


